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（
案
） 

私
た
ち
は
今
日
、
第
四
九
回
「
信
教
・
思
想
・
報
道
の
自
由
を
守
る
宮
城
県
民
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
集
会
が
掲
げ
る
、
信
教
の
自
由
、
思
想
の
自
由
、
報
道
の
自
由
と
は
、
民
主
主
義
が
そ
の
健
全
性
を
保
つ
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
大
原
則
で
す
。
こ
の
日
本
を
成
熟
し
た
民
主
主
義
社
会
と
し
て
維
持
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
大
原
則
に
の
っ
と
っ
て
、

少
数
者
の
意
見
や
弱
者
の
権
利
を
尊
重
し
て
い
く
精
神
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
戦

後
史
に
限
っ
て
さ
え
、
政
治
や
行
政
の
様
々
な
場
で
専
横
で
独
善
的
な
反
民
主
主
義
的
な
行
為
が
横
行
し
て
き
ま
し
た
。
半
世
紀
前
に
私

た
ち
の
集
会
の
出
発
点
と
な
っ
た
靖
国
神
社
国
家
護
持
法
（
案
）
と
「
建
国
記
念
の
日
」
制
定
へ
の
反
対
運
動
は
、
そ
の
よ
う
な
反
民
主

主
義
的
政
治
や
行
政
の
あ
り
方
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
で
し
た
。 

私
た
ち
は
、
少
数
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
く
、
社
会
的
弱
者
の
基
本
的
権
利
を
踏
み
に
じ
る
よ
う
な
政
治
や
国
家
行
政
の
運

営
に
対
し
、
強
く
反
対
し
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
の
政
治
と
行
政
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
信
教
の
自
由
、
思
想
の
自
由
、

報
道
の
自
由
の
権
利
を
尊
重
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。
近
年
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
軍
事
的
な
緊
張
の
高
ま
り
の
中
で
、
政
府
は
、
昨

年
一
二
月
以
降
、
正
面
き
っ
た
議
論
を
一
切
行
わ
ず
に
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
等
安
保
三
文
書
の
改
訂
や
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、

そ
し
て
防
衛
費
の
大
幅
増
に
む
け
て
、
行
政
と
財
政
の
舵
を
大
き
く
切
り
始
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
信
教
、
思
想
、
報

道
の
自
由
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
危
険
性
を
、
私
た
ち
は
危
惧
し
ま
す
。
私
た
ち
の
国
家
は
、
過
去
に
、
国
民
の
分
断
や
敵
対
と
民
族

主
義
的
排
外
主
義
と
が
相
互
に
共
振
し
あ
い
な
が
ら
侵
略
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
で
し
ま
っ
た
歴
史
を
経
験
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
私
た
ち
は
、
反
民
主
主
義
的
な
国
家
運
営
や
行
政
運
営
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
日
本
の
国
民
と
し
て
、
市
民
と
し
て
、
こ

れ
に
反
対
し
、
民
主
主
義
の
原
則
が
貫
か
れ
る
よ
う
、
糺(
た
だ)

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

以
上
の
よ
う
な
趣
旨
で
、
私
た
ち
は
、
人
権
・
平
和
・
民
主
主
義
を
定
め
た
日
本
国
憲
法
を
護
り
、
現
在
の
政
権
に
よ
る
多
数
派
の
横

暴
と
暴
走
に
抗
議
し
、
信
教
、
思
想
、
報
道
の
自
由
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
、
そ
し
て
、
次
の
通
り
宣
言
し
ま
す
。 

 一 

私
た
ち
は
、
今
日
の
「
建
国
記
念
の
日
」
と
そ
の
奉
祝
行
事
に
反
対
し
ま
す
。
も
と
よ
り
「
建
国
記
念
の
日
」
に
歴
史
的
根
拠
が
あ

る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
大
日
本
帝
国
憲
法
（
旧
憲
法
）
時
代
に
そ
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
万
世
一
系
の
天
皇
」
神
話
に
基

づ
く
「
紀
元
節
」
を
復
活
さ
せ
た
も
の
だ
か
ら
で
す
。
私
た
ち
は
、
人
権
・
平
和
・
民
主
主
義
を
う
た
う
日
本
国
憲
法
の
施
行
日
を
記

念
す
る
「
憲
法
記
念
日
」
こ
そ
が
、
現
在
の
日
本
の
誕
生
を
祝
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
日
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
首
相
や
閣
僚
に
よ
る
靖
国
神
社
や
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
、
靖
国
神
社
の
国
家
護
持
の
試
み
、
無
反
省
な
旧
天
皇
制
賛
美
、

政
教
分
離
原
則
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
動
き
や
、
天
皇
を
政
治
的
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
一
連
の
政
治
的
行
動
に
反
対
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
国
民
の
「
表
現
の
自
由
」
や
「
知
る
権
利
」
を
は
じ
め
と
す
る
基
本
的
人
権
を
侵
害
し
、
国
民
主
権
の
否
定
と
戦
争
す

る
国
家
へ
の
一
連
の
制
度
改
変
の
動
き
に
反
対
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
武
器
輸
出
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
安
保
関
連
法(

集
団
的
自
衛
権
の

行
使)

、
共
謀
罪
、
九
州
か
ら
沖
縄
に
か
け
て
の
新
基
地
建
設
・
整
備
な
ど
こ
れ
ま
で
理
不
尽
に
進
め
ら
れ
て
き
た
軍
拡
政
策
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
昨
年
十
二
月
に
国
会
で
の
議
論
も
な
く
閣
議
決
定
し
た
「
安
保
関
連
三
文
書
（
国
家
安
全
保
障
戦
略
）」
策
定
と
防
衛
費
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
二
％
へ
の
大
幅
増
額
方
針
に
対
し
、
正
面
か
ら
反
対
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
公
立
学
校
そ
の
他
で
の
「
日
の
丸
・
君
が
代
・
元
号
」
の
強
制
、「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
、
教
育
と
学
問
研
究
に
対
す
る

政
党
・
行
政
の
不
当
な
介
入
や
、
教
育
の
民
主
化
を
妨
げ
る
動
き
に
反
対
し
ま
す
。
ま
た
私
た
ち
の
住
む
宮
城
県
内
の
二
つ
の
県
立
中

学
校
に
お
い
て
復
古
的
・
国
家
主
義
的
な
歴
史
教
科
書
の
使
用
を
続
け
て
い
る
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
強
く
抗
議
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
は
、
報
道
機
関
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
お
い
て
権
力
批
判
と
監
視
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
よ
う
求
め
ま
す
。
行
政
に

対
し
、
報
道
や
取
材
活
動
に
お
け
る
自
己
規
制
や
忖
度
を
行
わ
ず
、
報
道
へ
の
圧
力
や
介
入
に
対
し
反
対
す
る
姿
勢
を
保
持
す
る
と
と

も
に
、
原
発
問
題
等
の
公
正
な
報
道
、
犯
罪
事
件
に
お
け
る
安
易
な
犯
人
視
報
道
の
抑
制
な
ど
、
関
係
者
す
べ
て
が
真
実
と
公
正
を
貫

き
人
権
の
尊
重
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

二
〇
二
三
年
二
月
一
一
日 
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報
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